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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

歳
以
上
64
歳
以
下
の
全
世

代
対
象
の
予
約
を
開
始
。

市
予
約
サ
イ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
遠
野
、
防

災
行
政
無
線
な
ど
で
広
く

周
知
し
、
集
団
接
種
や
市

内
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
を
進
め
て
い
る
。

問�

　
市
内
の
妊
娠
し
て
い
る

女
性
の
把
握
と
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
状
況
の
実
態
把
握

は
。答

（
市
長
）�

　

令
和
３
年
10
月
以
降
に

出
産
を
迎
え
る
予
定
の
妊

婦
は
48
人
で
、
そ
の
う
ち

９
月
１
日
時
点
で
接
種
を

済
ま
せ
た
妊
婦
は
９
人

で
、
今
後
予
定
し
て
い
る

妊
婦
は
19
人
、
そ
の
中
で

市
が
設
定
す
る
優
先
接
種

枠
で
の
希
望
者
は
９
人
で

あ
る
。

問�

　
64
歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
希
望
者
の
予
約
状
況

等
は
。

答
（
市
長
）�

　

９
月
５
日
現
在
、
64
歳

以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状

況
は
７
０
１
２
人
（
約
６

割
）
が
１
回
目
を
終
え
、

２
回
目
終
了
者
は
２
２
８

７
人
（
約
２
割
）
と
い
う

状
況
で
あ
る
。

　

８
月
12
日
か
ら
は
、
12

市
長	

８
月
12
日
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
全
世
代
の
接
種
予
約
開
始

瀧本�孝一�議員
（遠野令和会）

妊
婦
や
、
64
歳
以
下
の

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は

首長として国との関係や
連携の重要性は

一括質問方式

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
当

時
は
、
麻
生
総
理
大
臣
か

ら
官
邸
で
地
域
経
済
の
立

て
直
し
の
実
情
に
つ
い
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
た
こ

と
も
あ
る
。

　

霞
が
関
や
永
田
町
に
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
遠
野
市

の
課
題
を
ど
う
持
ち
込
む

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
表
の
道
ば
か
り
で

は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
獣
道

を
辿
っ
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
多
く
の
関
係
者

や
仲
間
の
皆
様
に
助
け
て

い
た
だ
い
た
。

問�
　
市
職
員
へ
、
こ
れ
ま
で

の
市
政
運
営
へ
の
慰
労
の

こ
と
ば
な
ど
が
あ
っ
た
ら

伺
い
た
い
。

答
（
市
長
）�

　

少
な
い
人
数
の
中
、
職

員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

市
政
課
題
に
立
ち
向
か

い
、
こ
の
20
年
間
真
摯
に

業
務
に
向
き
合
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
、
た
だ
た

だ
感
謝
の
一
言
で
あ
る
。

問�

　
地
方
の
小
さ
な
自
治
体

の
首
長
と
し
て
、
国
会
議

員
や
国
の
各
省
庁
と
の
太

い
パ
イ
プ
の
構
築
や
連
携

の
重
要
性
に
つ
い
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

ど
ぶ
ろ
く
特
区
に
取
り

組
ん
だ
折
、
当
時
の
小
泉

総
理
大
臣
の
新
春
対
談
相

手
に
選
ば
れ
、
大
変
親
し

く
懇
談
し
て
政
府
広
報
誌

の
表
紙
を
飾
っ
た
。市長 	ピンポイントで遠野の

	 課題を持込める人脈が大事

問�

　
短
時
間
豪
雨
の
洪
水
対

策
に
田
ん
ぼ
ダ
ム
が
有
効

と
さ
れ
て
い
る
が
、
遠
野

市
と
し
て
推
奨
の
考
え

は
。答

（
市
長
）�

　

国
内
で
は
局
所
的
な
短

時
間
豪
雨
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
国
内
の
時
間
雨
量

50
ミ
リ
を
超
え
る
件
数
は

30
年
前
と
比
べ
る
と
約

１
・
４
倍
、
県
内
で
は
約

３
・
２
倍
に
増
加
し
て
い

る
。
田
ん
ぼ
ダ
ム
は
排
水

路
や
河
川
へ
の
流
出
を
抑

制
し
、
洪
水
被
害
を
軽
減

す
る
取
り
組
み
で
、
市
内

に
お
い
て
も
河
川
氾
濫
防

止
策
の
一
つ
と
考
え
、
普

及
の
可
能
性
を
検
討
し
た

い
。

問�

　
市
内
の
支
流
河
川
で
土

砂
堆
積
や
護
岸
基
礎
部
分

が
掘
れ
て
い
る
箇
所
が
あ

り
、
増
水
時
の
災
害
が
心

配
さ
れ
る
。

答
（
市
長
）�

　

目
視
確
認
で
き
な
い
所

も
あ
り
、
地
域
住
民
の
情

報
提
供
で
実
情
を
把
握
し

な
が
ら
河
川
機
能
が
発
揮

で
き
る
よ
う
に
適
切
な
維

持
管
理
を
行
う
。

問�

　
令
和
元
年
度
完
成
予
定

で
あ
っ
た
整
備
が
今
に
至

っ
て
も
進
ん
で
い
な
い
理

由
は
。

答
（
市
長
）�

　

平
成
29
年
度
か
ら
整
備

検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
平
成
30
年
度
か
ら
用

地
取
得
交
渉
を
進
め
、
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

３
つ
の
点
に
対
応
す
る

こ
と
と
し
、

　

一
つ
目
は
、
人
口
減
少

へ
の
対
応
と
定
住
人
口
の

確
保
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　

二
つ
目
は
、
交
通
の
要

所
と
し
て
防
災
面
な
ど
多

用
途
に
使
う
こ
と
。

　

三
つ
目
は
、
鱒
沢
地
区

の
各
施
設
の
有
機
的
連
携

を
講
じ
、
多
用
途
な
利
用

を
可
能
に
す
る
施
設
と
し

て
議
論
し
て
き
た
。

　

令
和
３
年
度
改
め
て
基

本
構
想
を
具
体
化
し
、
年

内
に
再
度
示
し
た
い
。

問�

　
い
つ
を
目
途
に
地
区
セ

ン
タ
ー
整
備
を
す
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

知
恵
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を

提
案
い
た
だ
き
、
新
た
な

地
区
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方

を
展
望
で
き
れ
ば
と
の
思

い
で
あ
り
、
基
本
設
計
を

踏
ま
え
た
上
で
検
討
す

る
。問�

　
他
地
区
と
比
較
し
て
鱒

沢
地
区
に
対
す
る
地
区
セ

ン
タ
ー
環
境
、
機
能
の
提

供
に
格
差
が
あ
る
。

答
（
市
長
）�

　

鱒
沢
地
区
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
て
い
る
。
地

区
セ
ン
タ
ー
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
全
力
で
対
応
し

て
い
る
。

市
長	

年
内
に
基
本
構
想
を

	

　
　
　
　
提
示
し
た
い

多田　勉�議員

鱒
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
の

整
備
時
期
は

一問一答方式

豪雨対策に田んぼダム推奨を
市長 	策の一つとして可能性を検討

その他の質問
◦�市道管理と整備の
在り方について

土
砂
の
堆
積
で
草
木
が
繁
茂
し
て
増
水
時
の
被
害
が
心
配
さ
れ
る
河
川

下鱒沢　家老沢川

綾織　砂子沢川
平成 27年当時の安倍首相も出席された
釜石道「遠野～宮守間」開通式の様子


